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論文

大阪を中心とする内海航路の海
運同盟の変遷 海運(日本海運集会所)第104号昭和6年(]931)1月
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定期船業に於る景気変動

ur 

海

4月

5月運第 108 号

海上保険会社の業務相織調和、経営と経済第2巻第1号 7月

船体保険に関する最近の問題 経営と経済第2巻第2号 B月

英EF間停止はが海上保経営と経済第2巻第5号 「 叩

英霊輪轟f位制停止と我が海運業 経営と経済第2巻第 5号 口

老齢船の処分に就いて 経済論叢第3犯3巻第5号 1口l月

北大西詳航路を中心とする海運
恐慌 経営と経済第3巻第2号昭和7年(1932)2月

4月船舶の等級と海上保険

長期金融市場に進出する生保証
券会社

船舶超過保険成立の根拠につい
「仁

近海第一区不定期貨物船配船屯 栴

数に闘する統計的研究 叫

経営と経済第3巻第4号

紐営と経済第3巻第5号 5A 

経済論叢第36巻第2号昭和8年(1933)2月

連第 129 号 Z月

海運における「市場の配分」と 経済論叢第37巻第3号 9月
運賃の構成

我が因不定期貨物船の配船噸数 一
に現れたる季節翠動 シュタ ベノレプエノレド，海運運賃市場(所収 10月

キーゾフ，日本不定期船業の組 一
織左その優越的地仲(紹介〕 シ ιタ ベノレフェルド，海運運賃市場(所収 10月

定基海傭船契約に於ける特約条 経済論叢第38巻第6号昭和9年(附 6月

不定期船衰頭の諸原因に関する 経済論叢第39巻第4号
基本的考察

積荷単独海損填補方法の吟味

船舶評価と填補金額正の関係

海上保険に於ける重複保険填補
について

保険価額規定無用論

10月

経世論叢第40巻第1号昭和10年(1935)1月

海 運第 153 号 月

周

恩

1

4

9

 

経済論叢第40巻第4号

経済論叢第11巻第3号
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再保険の発展と保険企業結合 経済論叢第42巻第1号昭和11年(1936)1月

再び保教険授価の批額についてー北村五
良 判に応うー 経済論叢第42巻第2号 HI 

再保険の損害率について 経済論叢第42巻第4号 4月

不定期船の国際的重要性 海 運第 167 号 4月

再保険料率に関するー研究 経済論叢第42巻第6号 6月

自社保有限度の決定に就し、て 損害保険研究第2巻第4号 11月

保険プーノレについて 経済論叢第43巻第5号 11月

客観揺に主つ義椎い保名て険・価加値藤説両教に授おけの所る動説 経済論叢第43巻第6号 12月

国際一険最的の宵近イ直保に向険於ーけと為る替元相受場貨幣の変再動保 経済論叢第44巻第3号昭和12年(1937)3月

ロイヅに於ける再保険の操作 経済論叢第44巻第4号 4月

再保険と共同罪険との接近 経済論叢第44巻第E号 5月

再保険学説の発展(上，下) 経済論叢第45巻第 3，4号 9，10月

存保険の経済的本質 経済論叢第45巻第6号 12月

再保一損険害形態超過の額究再極的保険発展の吟味ー 経済論叢第46巻第 E号昭和13年(1938)5月

損害事と保険料率との相関関係 経済論叢第16巻第6号 6月

封鎖貨幣制度下町同際的再保険 経済論叢第47巻第5号 11月

外国為替管理と国際的再保険 海事論文集(対米船舶提供記念財団編) 11月

謂長ゆる全部再保険の経済的意 海法会誌第 23 号 12月

保険思想の発展 経済論叢第48巻第 l号昭和14年(1939)1月

日本再タ保ル険キ市場のの問構題成仁闘保輸険し
アウ 経済論叢第48巻第4号 4月
てー

企業聯繋としての再保険 経済論叢第49巻第 1号 7月

ThR OlOlrsganizat10I10f I IIS11rance Tb  ECK口叫y(oto U叫 versity Vol. 15， No. 1， Jan. 1940 
Pools in ]apan 口問問icReview 

ド機イの構保ツ封険の建変改制容革木ーに期ハつルに於デけシベる保ノレ険グ 経済論叢第50巻第1号昭和15年(1940)l月
いて

北支満州損害保険市場 経済論叢第51巻第 1号 7月

保険保に於険けの発る個生人についてー 経済論叢第51巻第4号 10月
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保険に於ける貨幣 経済論叢第51巻第5号昭和15年(1940)11月

新しき海運政策への発展 海 運第 226 号昭和16年(1941)3月

中世イギリスの海運政策 経済論叢第52巻第3号 2月

保竺三更t主要会員盟警ついて一保険学論集第 1 輯 6月

チュウドノレ王朝の海運政策 経済論叢第53巻第1号 7月

イギリス海運政策史上の
経済論叢第53巻第4号 10月アメリカ

海運政策の積極性 経済論叢第54巻第2号昭和17年(1942)2月

戦時イギリス海運の性格 海 運第 238 号 3月

世暴君臨に於ける英国海運政 経済論叢第54巻第4号 4月

戦時監童保又ぽ補充に関す海 運第 241号(海上保険特輯号) 6月

戦時船舶全面的徴発への行程
一第一次世界大戦イギリス海経済論叢第55巻第2号 8月
運政策ー

支那航域に於ける日英船 東亜経済論叢第2巻第3号

航海条例時代のイギリス海運 交通文化第 20 号

戦時アメリカの造船計画 R ヨノミメト 第20巻第45号

米国滞事委員会造船政策の歴史濃 運第 247 号
的分析

9月

10月

12月

12月

];:J，pan同供 aηc1British Vessels The Kyoto. Un.ivers包ty Vo1. 18， No. 1， Jn.n. 1943 
in Chrnese Waters. 1 Ec仰抑制，Re叫 eω
]apancsc and British Vcsscls The Kyoto日町四時ity Vol. 18， No. 3， July 1943 
io Chinese Waters. II Econom日 Re叫 eω

海運政策の現段階

海運政策における国防

アメりカ海運政策の性格

日本経済政策学会年報第2号昭和18年(1943)1月

海運(口本海事振興会)第1巻第1号

財 政第自者第5号

5月

5月

19泣ぷ品撲を三供竺経済論叢第56巻第6号 6月

保険体制における再保険 保険学論集(日本保険学会編)第3輯 7月

合衆国海事委員会「アメリカ海
運の経済的調査」 経済論叢第百7巻第2号 8月

戦時アメリカ海運政策 ジェス，アメリカ海運政策(所収 9月

海運政策における国際運賃収入 海運(日本海事振興会)第1巻第5号 9月

間野均等主員長鰐丹析ー辰馬海事記念財団研究年報第1号 ロ



イギリス海運政策の弾力生
イギリス海運政策史序説ー

休戦後の船舶散発解除過程
一第一次世界大戦に於けるイ
ギりスについて
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経済論叢第5自巻第1.2号昭和19年(1944)2月

経済論叢第58巻第3号 3月

、ィ γ ツ・へヲクホヅフ「対外
経済政策に於ける海運.1938J 経済論叢第58巻第4号 4月

第?次大戦後のイギリス海運政
晴 海運〈日木海事振興会〕第2巻第4号 4月

戦時悔運政策外国文献解題
(上，下) 海運(日本海事振興会〉第2巻第5，6号 5 . 6月

アメリカ海運政策の政治性
アメリカ海運政策史序説ー 海運(日本海事振興会〕第2巻第 6号 6月

アメリカ海運政策論批判 ーボ
ーノレ田マ γ グスウェル・ V"" 経済論叢第59巻第 2・3・4号 10月
一スの所説についてー

ファ り郵務総監の海運調査報
告ーノレーズヴ昆ノレト海運政策 経済論叢第59巻第百号 11月
の基礎資料 (1)ー

アメリカ海運政策委員会勧告書 経済論叢第60巻第1. 2・3号

昭和20年(1945)3且

モノレガン海運 bラエトの一考察 海運(日本海事振興会)第4巻第4・E号
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日本国民経済と海運

ノルウェー海運研究小記

海運政策の基本原理

保険における需要と供給

昭和21年(1946)7月

海運(日本海事振興会)第47号昭和23年(1948)6月

9月

11月

運第262.263号昭和24年(1949)7.8月

海上労働第2巻第9号 9月

海事研究第 4 号昭和25年(1950)3月

海 運第 275 号 8月

経主育論叢第66巻第十 6号 10月

System of Shipping Theory The Kyoto University Vol. 20， No. 2， Oct. 195。
Eι向。嗣色，Reも"w

イギリス海運にまなぷ 海上労、働第4巻第2.4. 5号
ーそのー，そのご j その三一 昭和26年(1951)2.4. 5且
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保険における需要と供給

海運用語

System of Shipping Theory 
(2)-The Purposes of 
Shipping Policy. 

System of Shipping Theory 
(31ーTheMefhoels of 
Shippmg Policy-

第101巻第1号

日本保険学会年報(1950) 昭和26年 (1951)3月

海上労働第4巻第11・12号 !l・ 12月

The Kyoto Univ<!f'sity 
ECOt印刷c&包叫

The Kyoto UniVB'i'Sity 
Ec田'/-omicRevieω 

Vol. 22， No. 1， Apr. 1952 

Vol. 23， No. 1， Apr. 1953 

G.Aテーノレ，第二次大戦後り 栴

世界海運(紹介) 伴
運第 309 号昭和28年(1953)6月

海運と雇傭問題

偶然について

海運同盟と半他人運送船

海事用語(I)~帥

海事研究第 14 号 7月

保険学雑誌第 386 号昭和29年(1954)6月

海事研究第 20 号昭和30年(1955)2月

海事研究第21号.2:l~52号

昭和初年(1955)4 月， 6 月 ~38年(1田3) 1月

日韻尊重量部品高炉級経済論叢第76巻第3号 9月

11月戦後日本の海運市場の特殊相 海 運第 338 号

計画造船の危機 海 運第 341 号昭和31年(1956)2月

日時htClassi且cationIndex The I~かο白山間E:叩 Vol. 26， No. 1， Apr. 1956 
of ]apan National Railway E正on()明日 Revie

海上運賃に関する予想 海事研究第 29 号昭和32年(1957)4月

フリムソノレ探訪記 海 運第 355 号 4月

Master， l¥Iariner and Merchant経済論叢第間巻第5号 11月

海運市場構造 経済論叢第81巻第2号昭和33年(1958)2月

満載吃水線制度の確立 小島白太郎博土台稀祝賀記念論文集(所収 5月

小島昌太郎先生の海運研究業績 小島昌太郎博士古稀祝賀記念論文集(所収 5耳

The Organisation of the 
Shrpping Market 

海運における予想

交通論

The Kyoto U:陶吋咋itグ
Econσ明日 Revieω

Vol. 28， No. 1， Apr. 1958 

H本海事新聞 11月 13 日 ~21 日

土木学会関西支部「最近の交通昭和34年(1959)3月
問題とその対策J(所収)

海運業における予想 忠都大学経済学部創立四十周年記念経済学論集 5月

神戸E雄先生による再保険特約 経済論叢第84巻第6号 12月
方式の輸入 (損害保険研究第22巻第 1号昭和35年(1960)2月

trampとliner 呼称発生に関
する新先旧後の法則一

に転載)

経済論叢第86巻第 1号昭和35年(1960)7月



保険の巨視的事前的分析
一保険料と価格形式←

C.1. F.価格の巨視分析(1.2) 
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生皇耕罪霊文化研 第7号(α1四196開剛6

z野晶弘主皇室先主主2経済論叢第時第5.6号
定立

5. 6月

C. 1. F契約批判

財産保険料に関する基本的考察

損害保険料に関する一考察

海事月語索引 (1ト00

保険料と価格形成

海運研究所(海運叢書 6) 11月

保険学雑誌第 416 号昭和37年(1962)3且

東講京海演上企画部ズ 埴知

ジリー
19 号 10月

海事研究第 53 百昭和38年(1963)4月

経済論叢第91巻第5号 5月

海運再建整備法における「減価経済論叢第日1巻第6号 日月
償却不足の解消j

海運の集約化と自由化 エコノミスト第41年第34号 8月

海運政策の基本問題 海事研究第 55 号 10月

海事用語根源 (1)-帥 海 運第436.438. 439. 441-457号

昭和田年(1964)1月.3月.4月.6月-4C年10用

現下日本海運業向問題一円本経 労務管理者研修業書 官
済の展望と海運業の諸問題 (外航労務者協会編)所収

昭和田年(1964)11月

日本通産省産業連関表における
損害保険業の生産額

保険業の生産額

J.R. Hicksの「平均期間の理論」

損害保険論集 昭和40年(1965)3月
(創立三十周年記念〕

生命保険文化研究所所報第11号(1964年 4月

数学的解析による証明およ 経済論叢第96巻第4号 10月
ぴ吟味ー

長期海上運送契約に関する一つ 海事実通研究 19日年度第1輯 11月
の経済理問

海事用語根源 ω~帥
On the " Average Period" of 
J. R. Hicks 

うわの，

Supercargo (上粟・貨物上乗
人〕について

産露関表における保険業の生

海 運第465-4岬昭和41年222ii
The Kγoto Uni色町sitア Vol. 36. No. 2. Oct. 1966 
Ew多<0刑icRe-vie'/，υ 

経済論叢第100巻第5号昭和42年(1967)11月

損害保険研究第30巻第1号昭和43年(1968)2月
〔印刷中〕

(作成者 山田浩之 なお;本稿作成については，学生田中七郎君の努力に負うととろが大きい。
誌して謝意を査する。)


